









































































































Z翼 目 | 第一業館長 第二業開長 第一節間長
a* + .765 +.748 +.638 +.579 +.692 
会 手早 長 l b‘ + .730 +.736 +.671 +.705 +.753 
卒均 + .753 +.744 +.651 +.626 +.715 
I + .572 I + .5'67 I + .631 
~ニ筒間長 I b I +.531 I +.522 I +.727 
平均 I +.557 I +.&51 I +.669 
a I +・806 I +.767 
第一節問長 b + .577 +.599 





卒均 I . .912 
- 33ー (121) 
第1委主によると，先簡の葉鞘長と2節の葉鞘長の間(C陰極めて商い相闘があり，大体一方が




























第 2表 開花後 26日から節目までの閣におけるコピシカタギの
粒の成長の状況(1953竿，倉敷〉
Z英 日 回帰係数 完熟粒に対する毎% 日の主曾加割合
100<l粒 怠 +0.7';!l骨骨 2.41 
粒の長さ +0.0.22** 0.35 
粒 の 幅 十O.<l31・ 0.86 




























































のないととを示し把 】骨， 先節と 2簡の稗の総重量ぽ逆lC日数の経過と共に 35日頃まで直






































1日当り完熟後の牧童に対して 3.01%ゃっ場加ιているととがわかる. とれば反当 1日の士曾











































log "'"主一 =ー0.0987 (t - 20.4648) 29.78 -y 
で示される. とれによると， 開花後20.5日で完熟時の1/包の粒重に達するわけであり，した
がって本実験に治ける刈取開始の頃が最も増加率の高い時期に当る.そしてそれ以後除漸失上
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品 積 .:t ヤシ V i!fI (E) 事E折弧度
鳴 海 平皐 1.30土0.083xW唱 3.94土0.380
小銃 1 号 1.4u土0.147 3.89土0.239
矢 f芽 1.64土0.118 6.21土0.6u5
浦 口 1 1.82土0.145 3.!l1土0.314
八 石 2.02土0.116 4.50土0.164
A-2 2 2 2.08土0.070 5.37土0.334
....‘~.... ，.、...、“'ー・
5%有意差限界 0.28 0.70 
ヲえに稗の組織について，稗の太さ，稗壁の厚さ，厚膜組織環の厚さゐよひ雑管東の放射線方
向の長さとその数をしらペた結果を第6，7表l-C示した. とれらの個々の数値については稗の






品 種 名 手事の太吉(宜径) 秤星査の厚さ
mm ，'" 
昭島 海 草 4.49土0.088 379.4土10.69
小 鯖 1 号 o.∞土0.096 409.5土14.13
矢 答 6.16土0.158 458.9土14.14
f爾 口 1・ 3.49土O.097 327.4土 9.09
^ 石 o.14土0.177 394.2土 8.76
Af'-222 5.32土9.110 453.2土 8.29
第 7表 犬変品種の第二節閣における厚膜組織環の厚きと
緯管東の放射線方向の長さおよびその数
品 君霊 名 厚膜組織の厚さ 維管東の長さ 維管東の数
μ μ 
鳴 海 裸 69.7土3.10 131.6土6.77 29 
鋳 1 号 66.7土3.92 156.7土6.00 32 
矢 4事 79.0土岳.25 173.9土7.22 30 
1有 口 1 64.4土2.68 138.4土6.95 21 













































(1) Brenchley， W. E. (1912) : The development of the grain of barley. Ann. Bot. 26 (H:l3) : 
903-928. (2)Harlan， H. V. (1920) : Daily development of kemels of Hannchen barley from 
flow釘 ingto maturity at Aberd聞 l，Id曲o.Jour. Agr. Res. 19 (9) : 393--43(.). (3)宮林達夫
保科金雄 (1947):大変における子実の発育と牧穫期.農及聞.22 (6) : 307-308. く4)関塚露骨量E
(1949) :愛縛翼団の製造と銅製.農及圃.24 (8) : 562-564. (5)一一一一，花房貧土，青木a;
(19M) ;愛類の倒伏性に関ずる研究.第3報.岡山軍事立.. 事試験場臨時報告集47号:9-26. 
(6) Wettstein， D. Von (19b2) : Halmaufbau ¥Uld S凶 1dfestigkeit bei Erectoides Mutanten der 
Gerste. Hぽ吋itas，38 : 345-366. (7)山本健吾 (1936):ニ，三禾破獄種子の発育k未熟粒の要旨















































































































































































































































































































































































































































••• •••••••• ? ??????? ????
2節
???•••••••.•••• 。 。 ，
?????
?????





















































































































































着色JS名 ，._ 主総 ‘会拠調E 衡問長 業績長 埜道←z-先'司箇__.. 一2ー箇、'、 . ' 
ゴールダV メロ V 長 崎 132 46.3 28.9 23.6 16.4 67 
=ーカサ R ロ V -¥r 127 34.. お.1 24.1 16.8 45 
Weichen.1 ~!Il o 99 3(')，6 21.1 22.8 14.7 52 
Svanhals 月 z ーヂν 135 町}.Q 28.6 24.4 16.0 68 
-・・・4・......‘"ー・・‘'・・・・e ・ ...... ...... ....a.・・駒.....‘'・ーーーー ... t......~... .‘...・.. !.!.:、.....t.・・・・・........・・‘・-..企画、・ー・・・晶 '~'" .. ...4.・‘.....・ー・.......、ー....




色沢 夜き 粘り 柔軟性 光沢 使用宮容の多少
大僚様変
矢 宅専‘ 5 5 2 5 2 4 
ヨピシカダギ併 4 3 3 7 4 2 
大 白 “ 。 4 3 2 E “ 。
改良坊主愛 。“ “ 。
d、 鋳 1 宅手・ 5 5 d 。 6 2 4 
伊 雪惨 自 5 5 1 4 1 M 。
白 瀬 戸 3 4 2 5 。ー 2 
米線第 1号 4 4 2 7 2 2 
昭島 海 裸‘ 4 5 “ 。 8 2 2 
五畝四石 2~善処 5 5 
A-222 1 1 “ 。 1 1 2 
偽 1 号 “ 。 1 
大僚皮愛
会津 。“ 宅手嶋 3 1 
会 津 8 号‘ 3 “ 。
^ 石・ 5 4 2 6 2 2 
備前早主主36宅量得 4 4 2 6 ・2 2 
早水曾 2 号' 4 3 2 3 1 4 
大角 ν 丙曹ー 1 。・4
滞 口 1* 3 3 
流 新橋 1 1 1 2 6 3 2 
Coast 2 2 ・2
Vaga 1 1 
ニ僚皮変
:ft 大 1 -'j- “ 。 3 
ゴールヂνメロン 1 1 2 2 ・2 4 
ヨーカサ 70 1 3 
Weichen.l 1 
Svanhals'僑 3 d 。 2 2 ・2 4 咽ー.司』
様変稗用として可能性のあるもの.
(132) - 44-
